
　（別紙４（２）） 事業所名  グループホーム福寿荘

目標達成計画 作成日：　平成　22年　5月　10日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 49

一人ひとりの希望にそった外出や散歩の機会
が少ない。

・外に出て季節を体感していただく。
・希望にそった外出をし気分転換していただく。

・職員の配置を工夫し、短時間の近隣の散歩の実施する。
・日常会話の中からご本人の希望をききだす。
・ご家族と協力しながら支援する。 1～3ヶ月

2 20

本人の馴染みの人や場所との関係等の継続の
支援

・墓参りや自宅訪問等を職員で行う。 ・家族会や面会時に家族の同意や意見・要望を確認する。
・本人の希望を確認して墓参りや自宅訪問を支援する。

3ヶ月

3 45

職員の都合で曜日や時間帯を決めて入浴して
いただいている。

・本人の希望やタイミングに合わせて心地よく
入浴を楽しんでいただく。

・一人ひとりの生活習慣を把握する。
・職員配置を工夫し、自由に入浴できる体制を図る。
・入浴剤の使用や、菖蒲湯など季節をあじわっていただく。 6～12ヶ月

4 33

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援 ・重度化や終末期に向けた職員の意識統一。
・必要な知識や技術の習得。

・終末期（看取りケア）に向けた勉強会。
　（２ヶ月に一回実施）
・医師や看護師を交えての勉強会。 1～12ヶ月

5 54

居心地よく過ごせる居室の配慮 ・居心地のよい居室にしつらえる。 ・入居者と一緒に小物を作り居室に飾る。

1～12ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具体的な計画を
記入します。

【目標達成計画】　


